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松代における地震発生過程にともなうＡＥ　ー不思議な事実の発見ー

Acoustic emission  accompanying  seismogenic process observed at Matsushiro, Central

Japan  -  an unexpected fact  -
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１９９８年２月以降、気象庁精密地震観測室（松代）においてロシア製の３成分A E装置により観測を行って
いる。 装置の感度は周波数の３乗に比例し, 30, 160, 500, 1000 Hzの狭帯域フィルターを備えている。観測期間中
の震央距離20＜Ｄ＜70 kmにおいて、１１個の3.8 < M(JMA) < 5.2の地震（深さ35 km 以浅）が発生した．得られた
結果は以下の通りである。

１. 地震に先行して明かにAE強度が増大する。
２. 観測結果はA Eが震源域から発した地震的擾乱が伝搬したものとする簡単なモデルと整合的であるが、地域

的応力変動による近地でのAE発生の可能性も除外は出来ない。

１９９８年２月初旬以来，気象庁精密地震観測室（松代）壕内においてロシア製の高感度３成分A E受信装置
（Acoustic Seismometer with Magnetoelastic Transducer)によりAE観測を行っている．

今回は同年８月末までの７ヶ月間に得られた不思議な結果を報告する．
装置の感度は周波数の３乗に比例し，30, 160, 500, 1000 Hzの狭帯域フィルターを備えている．各々の帯域に

つき３０分ごとのエンベロープ(AE強度）が求められた．
観測期間中には震央距離 2 0＜Ｄ＜70 km において，１１個の3 . 8＜Ｍ（ＪＭＡ）＜ 5 . 2の地震（深さ＜35 km)

が発生した．得られた結果は以下の通りである．

１. 地震に関連して明かにA E強度が増大する． A E強度は地震発生のほぼ１２時間前から始まり，地震後には
ほぼ同じ時間で平常値にもどる．AE 強度の増大は周波数に依存する（S / N比は周波数とともに低下する）．最低
周波域では，観測所の通常地震計による微小地震バックグラウンド記録と相似的である．

２. 観測結果はA Eが震源域から発した地震的擾乱が伝搬したものとする簡単なモデルと整合的である． しか
し，地震発生過程での地域的応力変動による近地でのAE発生の可能性も除外は出来ない．

３. 松代観測点でのノイズレベルでは，地震に関わるAEの到達距離は，Ｍ＝5地震については約100 kmであり，
Ｍ＝６地震については250 km 程度に達する可能性がある．

４. これらの事実の信頼性を高め，物理機構を明らかにするには複数観測点での同時観測が必要であろう．


